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国 内 政 治
マデシとの関係
　政権与党と，インド国境沿いのタライ地域に居住するインド系ネパール人であ



















こと，逮捕収監されている AIM 幹部を釈放すること，AIM 幹部とリーダーは政
党設立を含む憲法上すべての権利を享受できることなどが定められた。 ₃ 月18
日にラウトは合法的にマデシの権利保障の活動を行うためにネパール国民投票
党（Janamat Party of Nepal）を設立し，同党は ₅ 月20日に選挙管理委員会に登録さ
れた。


















政治評論家の CK ラルは，12月25日付の The Kathmandu Post で「NCP が，連邦


















₂ 月24日のチトワンやダンクタ地区などにおけるネパールの通信会社 Ncell の電
波塔付近での爆弾事件， ₄ 月17日のビラトナガルのインドのフィールドオフィス
（2018年 ₈ 月 1 日に閉鎖）での爆弾事件，そして ₄ 月29日のアルンⅢ水力発電プロ
ジェクト事務所付近での爆弾事件に関与したとされる。












らの活動は終息をみせず， ₅ 月26日には首都カトマンドゥで ₄ 人が死亡し ₇ 人が
負傷した爆発事件を起こした。本事件で死亡したのは同派のメンバーで， ₅ 月27
日のゼネスト時に使用するための時限爆弾製作中に誤爆させてしまったとされる。























うことを目標としていた。しかし，2019年に入っても下部組織の統合は ₂ 月， ₄





₂ 月中旬から ₃ 月中旬にあたるファーグン（Falgun）1 日（2019年は ₂ 月13日）に毎








　さらに，CPN-UML 出身者間の派閥争いも統合を遅らせる要因になった。 ₄ 月









いで序列 ₃ 位となり，その後，他の幹部の昇進に伴いさらに序列 ₅ 位に降格した。
₈ 月21日，年功を無視するかたちで一部の人が複数のポストを独占する状況に不
満を抱いていた同氏は， ₇ 項目の反対意見を党の最高機関に提出した。そのなか
で強調された点は，「 1 人につき 1 つのポスト」であった。同氏は，オリ首相も
NCP 共同議長と首相のいずれかのポストを選択すべきであるとした。
　12月13日から22日にかけて開催された ₄ 回目の常任委員会では，両 NCP 共同
議長によって提出された CPN-UML と CPN-MC の下部組織の統合，補欠選挙の
評価，党事務局による審議事項の承認，党の将来の行動計画のアセスメントを含



















　メディアはこの内閣改造の背景について， ₂ 点あると報じている。第 1 に，オ











ビスタ大臣は，任期中の2018年 ₅ 月 ₇ 日に海外雇用関連の需要に係る催告問い






















































管理法が成立し2019年 ₄ 月 1 日に施行された。改正出入国管理法によって，政府
が指定した業種で一定の能力が認められる外国人労働者に対し，新たな在留資格
「特定技能 1 号」「特定技能 ₂ 号」が付与されることになった。ネパールでは，
2018年 ₄ 月 ₄ 日にビスタ大臣が小川正史駐ネパール大使と会談し韓国の雇用許可
システム（EPS）を参考にしたネパール人労働者の受け入れの検討を要請するなど，
かねてより日本のネパール人労働者受け入れに関心を寄せていた。
　2019年 1 月 ₃ 日に政府は，外国人労働者雇用の提案を日本側から受け取った。
1 月 ₉ 日にプラディープ・クマール・ギャワリ外務大臣はインド経由で来訪した
河野太郎外務大臣と会談を行い，労働協定ならびに関連する諸問題への対応につ

































健・人口省の疫学・疾病制御部の発表によれば， ₈ 月時点で過去 ₃ カ月間にデン
グ熱に感染した人の数は1537人に上った。感染はカルナリを除く全土でみられた
が，およそ ₅ 分の 1 に当たる感染者を出したのはスンサリであった。
507
2019年のネパール

















































（出所）　左：Political Map Of Sovereign Republic of India.jpg（Survey of India, Department of Science 
and Technology, Government of India / CC BY-SA（https://creativecommons.org/licenses/by-sa/4.0），



















られた。2017年 ₅ 月12日に署名された BRI 下での協力に関する了解覚書の有効
期限を2020年 ₅ 月12日に迎えることを前に政府は実施に向けて動き始めた。両者
の合意は第5.3条に基づき自動的に ₃ 年更新される。2018年 ₆ 月19～24日のオリ
首相の訪中後，中国側は BRI に関連してネパール側がリスト化した35のプロジェ
クトに対し，優先順位をつけ絞り込むよう助言した。それを受け，ネパール側で
協議が続けられた結果，2019年 1 月にリストを改訂し， ₉ つに絞りこまれた。具
体的には， ₄ つの道路（ラスワガディ= カトマンドゥ道路，キマタンタ = ヒレ道
路，トカ = ビドゥール道路，ディパヤルから中国国境までの道路）， ₂ つの水力
発電所（タモール水力発電所［762MW］，プコット・カルナリ水力発電所［426MW］），


































































































































































29日 ▼国際 NGO トランスペアレンシー・
インターナショナル，腐敗指数を発表。ネ
パールは順位を ₂ つ落とし124位に。




6 日 ▼最高裁判所，国内第 ₂ 位の規模をも






















































































6 月 1 日 ▼ SPN，憲法改正を政府に要求。















20日 ▼ 金の価格が 1 トラ（12.5g）当たり ₆
万4000ルピーに高騰。
7 月 1 日 ▼警察とチャンド派マオイストのグ
ループ，サンクワサバ郡で交戦。死傷者なし。
15日 ▼ ₇ 月11日から降り続いた大雨による
洪水被害が発生。全国で64人が死亡，31人が
行方不明，32人が負傷。


























8 月 3 日 ▼オリ首相，健康管理のためシンガ
ポールを訪問（～12日）。
6 日 ▼警察， ₃ 人のチャンド派マオイスト
の活動家を逮捕。
13日 ▼金銀ディーラーの協会連合によると，
金の価格が 1 トラ（12.5g）当たり ₇ 万1000ル
ピーに急騰。
22日 ▼オリ首相，血漿分離治療のためシン















































































































　 2 　政府要人および第 2次オリ内閣
（2019年11月，第1次改造）の閣僚
大統領 Bidya Devi Bhandari＊（NCP）
副大統領 Nanda Bahadur Pun（NCP）
代表議会議長 Agni Prasad Sapkota（NCP）
同副議長 現時点で未定
国民議会議長
 Ganesh Prasad Timilsina（NCP）
同副議長 Shashikala Dahal（NCP）
　閣僚会議大臣（Council of Ministers）
首相 K.P. Sharma Oli（NCP）
副首相，国防省 Ishwar Pokharel（NCP）
内務省 Ram Bahadur Thapa（NCP）
外務省 Pradeep Kumar Gyawali（NCP）
連邦・総務省， Hridesh Tripathi（TMDP）
教育・科学・技術省




 Ghana Shyam Bhusal（NCP）
保健・人口省 Bhanu Bhakta Dhakal（NCP）
産業・商業・供給省 Lekh Raj Bhatta（NCP）
文化・観光・民間航空省
 Yogesh Kumar Bhattarai（NCP）
森林・環境省 Shakti Bahadur Basnet（NCP）
労働・雇用・社会保障省
 Rameshwor Rai Yadav（NCP）
財務省 Yuba Raj Khatiwada（経済学者）
青年・スポーツ省
 Jagat Bahadur Sunar（Bishwakarma）（NCP）
通信・情報 ･ 技術省，都市開発省
 Gokul Prasad Baskota（NCP）1）
土地 ･ 協同組合・貧困撲滅省
 Padma Kumari Aryal＊（NCP）
水供給省 Bina Magar＊（NCP）
公共事業・交通省
 Basanta Kumar Nembang（NCP）
女性・子供・高齢者省 Parbat Gurung（NCP）
法務・司法・国会省







イ・ マ デ シ 民 主 党 Tarai Madhes Democratic 
Party。
1 ）2020年 ₂ 月20日に汚職疑惑を報じられ辞
任。
（出所）　ネパール政府ウェブサイト（2020年 
1 月26日 取 得。https://www.opmcm.gov.np/en/






2014/15 2015/16 2016/17 2017/18 2018/191）
人 口（100万人） 28.0 28.3 28.7 29.1 29.5
消 費 者 物 価 上 昇 率（％） 7.2 9.9 4.5 4.2 4.2
為 替 レ ー ト（ 1 ドル＝ルピー） 99.5 106.4 106.2 104.4 113.6
（注）　 1 ）推計値。
（出所）　Government of Nepal, Ministry of Finance, Economic Survey 2018/19, Macroeconomic Indicators, 同 
Annex 4.2 National Consumer Price Inflation.
　 2　支出別国内総生産（名目価格） （単位：100万ルピー）
2014/15 2015/16 2016/17 2017/18 2018/191）
消 費 支 出 1,934,046 2,161,519 2,315,287 2,491,115 2,754,991
政 府 部 門 232,532 259,704 299,852 354,262 399,992
民 間 部 門 1,662,962 1,861,157 1,968,898 2,086,285 2,298,747
非 営 利 部 門 38,552 40,659 46,536 50,567 56,251
総 資 本 形 成 831,983 763,416 1,252,133 1,672,421 2,157,178
政 府 総 固 定 資 本 形 成 110,254 160,502 169,543 261,507 275,881
民 間 総 固 定 資 本 形 成 485,568 486,792 671,150 790,450 1,003,632
在 庫 変 動1） 236,160 116,123 411,440 620,464 877,665
財 ・ サ ー ビ ス 輸 入 883,444 885,111 1,133,319 1,403,281 1,761,253
財 ・ サ ー ビ ス 輸 出 247,565 213,338 240,392 270,778 313,404
国 内 総 生 産（GDP） 2,130,150 2,253,163 2,674,493 3,031,034 3,464,319
（注）　 1 ）在庫変動が残留して引き出されるので統計上の誤差 / エラーが含まれる。2018/19年度の推計
による。
（出所）　Government of Nepal, Ministry of Finance, Economic Survey 2018/19, Annex 1.6: GDP by Expenditure 
Method.
　 3　産業別国内総生産（₂₀₀₀/₀1年固定価格） （単位：100万ルピー）
2014/15 2015/16 2016/17 2017/18 2018/191）
農 林 水 産 業 240,137 240,681 253,197 260,255 273,353
鉱 業 ・ 採 石 3,233 3,143 3,575 3,892 4,261
製 造 業 48,068 44,223 48,510 52,957 56,018
電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 15,331 14,168 17,067 18,741 21,065
建 設 業 42,766 40,904 45,987 50,595 55,121
卸小売・宿泊・飲食サービス業 108,995 105,674 117,711 131,828 145,838
運 輸 ・ 倉 庫 ・ 通 信 業 74,807 76,314 81,249 85,019 90,039
金融・不動産業・ビジネス支援活動 83,939 88,448 94,529 99,873 106,007
公 務 ・ 国 防 13,516 13,857 15,113 15,880 16,763
教 育 49,021 52,613 56,501 59,340 62,410
保 健 衛 生 ・ 社 会 事 業 11,662 12,041 12,924 13,742 14,661
そ の 他 の サ ー ビ ス 32,317 34,111 36,013 38,007 40,297
国 内 総 生 産（GDP） 764,336 768,835 832,060 887,455 950,033
実 質 Ｇ Ｄ Ｐ 成 長 率（％） 3.3 0.6 8.2 6.7 7.1
（注）　 1 ）推定値。
（出所）　Government of Nepal, Ministry of Finance, Economic Survey 2018/19, Annex 1.5: Gross Value Added 
by Industrial Classification （At base year prices of 2000/01）.
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2019年　主要統計
　 4 　対外貿易 （単位：1,000万ルピー）
2015/16 2016/17 2017/18
輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入
％ ％ ％ ％ ％ ％
インド 3,949.4 56.3 47,721.3 61.7 4,144.9 56.7 63,367.0 64.0 4,660.5 57.1 80,981.4 65.2
中 国 168.2 2.4 11,569.4 15.0 170.1 2.3 12,724.5 12.9 287.9 3.5 15,963.6 12.8
その他 2,894.2 41.3 18,069.2 23.4 2,989.8 40.9 22,919.9 23.1 3,214.9 39.4 27,337.6 22.0
合 計 7,011.8 100.0 77,359.9 100.0 7,304.8 100.0 99,011.3 100.0 8,163.3 100.0 124,282.7 100.0
（出所）　Government of Nepal, Ministry of Finance, Economic Survey 2018/19, Annex 6.1: Status of Foreign 
Trade （Rs in ten Million）.
　 5 　国際収支 （単位：1,000万ルピー）
2014/15 2015/16 2016/17 2017/18
経 常 収 支 10,832.0 14,041.9 -1,013.1 -24,521.7
貿 易 ・ サ ー ビ ス 収 支 -63,587.9 -67,177.3 -89,292.7 -113,250.3
貿 易 収 支 -66,349.7 -68,162.2 -89,581.8 -113,456.9
サ ー ビ ス 収 支 2,761.8 984.9 289.1 206.6
所 得 収 支 3,424.3 3,400.4 3,099.5 2,261.5
経 常 移 転 収 支 70,995.7 77,818.7 85,180.1 86,467.1
資 本 移 転 等 収 支 1,481.1 1,698.7 1,336.3 1,772.2
金 融 収 支 1,802.4 2,963.8 2,664.0 10,284.2
直 接 投 資 438.3 592.1 1,350.4 1,751.3
証 券 投 資 0.0 0.0 0.0 0.0
そ の 他 投 資 1,364.1 2,371.8 1,313.2 8,532.9
誤 差 脱 漏 1,820.0 1,685.0 3,342.3 11,227.3
総 合 収 支 15,935.5 20,389.5 6,329.4 -1,238.0
（出所）　Government of Nepal, Ministry of Finance, Economic Survey 2018/19, Table 6.11: Balance of Payment 
Summary （Rs in ten Million）.
　 6 　国家財政 （単位：10万ルピー）
2017/181） 2018/192） 2019/203）
総 収 入 7,660,363 8,043,159 10,391,338
歳 入 7,267,176 8,600,023 11,120,333
税 収 6,401,695 7,768,962 10,091,618
非 税 収 865,481 831,062 1,028,714
贈 与 393,187 467,665 579,955
総 支 出 9,676,332 10,556,598 13,651,073
経 常 支 出 6,969,196 7,828,913 9,571,014
資 本 支 出 2,707,137 2,727,685 4,080,059
（総 収 入 － 総 支 出） -2,015,969 -2,513,439 -3,259,735
資 金 調 達 1,165,861 2,295,707 3,259,735
政 府 貸 付 金 1,682 1,700 24,147
政 府 出 資 金 638,046 938,736 988,065
外 国 借 款（純） 736,435 1,866,788 2,720,178
国 内 借 入（純） 1,069,154 1,369,355 1,551,769
残 高 850,108 217,732 0
（注）　 1 ）実際の予算額。 ₂ ）修正した推計値。 ₃ ）推計値。
（出所）　Government of Nepal, Ministry of Finance, 29 May 2019, Budget Speech of Fiscal Year 2019/20, 
Budget Summary Annex-1.
